
１．基　本　理　念

児童福祉法に基づき、キリスト教精神をもって幼児に接し、豊かな人間性を持った子ど

もを育成することを目指します。

２．保　育　方　針
○礼拝を守り、神の創造と恵みを知り、神の愛に答える感謝の心と、隣人に対する愛を

学ぶ。

○日々の園生活を通して、社会性を養ない、個性を重視し、個々の能力を引き出す保育

を進める。

３．保　育　目　標
○祈り、感謝し、素直に誤ることができる子（「ありがとう」が言える子）

○友達と仲良く遊び、世界と自然を愛する子（「ごめんなさい」が言える子）

○聴く、話す、創る、手伝うことができる子（喜んで参加できる子）

４．保　育　方　法
○キリスト教保育による「保育目標」を基に、各「保育期毎の課題」、各「月の指導計

画」を立て、縦割り及び年齢別保育を組み合わせた保育計画により保育する。

○その保育計画は厚生労働省の保育指針を基に、５領域（健康、人間関係、環境、言葉、

表現）を盛り込み、形態としては、一斉保育及び自由保育を用いる。

○英語、体操、音楽は、専門の講師を招き、豊かな心と体の成長を援助します。

○特別養護老人ホーム常楽園、並びに地域の病院を定期的に訪問し世代間交流をはかり

ます。

５．沿　　　　　革
1950年（昭和25年）４月　　宗教法人日本聖公会富山聖マリア教会付属恵保育園とし

て現在地に開設。

1950年（昭和25年）９月　　児童福祉施設認可。

1969年（昭和44年）４月　　社会福祉法人認可。富山聖マリア保育園と改称。

1970年（昭和45年）12月　　園舎老朽により全面改築、現園舎となる。

2001年（平成13年）４月　　乳児室増築。

2002年（平成14年）４月　　一時保育事業開始。

定員数90名

６．関　連　施　設

●富山聖マリア保育園

●特別養護老人ホーム 常楽園

●富山市民病院院内保育園
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７．敷地及び建物

●敷地面積　663.00㎡　　　　　　　　●建 面 積　274.59㎡

●延 面 積　555.78㎡　　　　　　　　●構　　造　鉄筋コンクリート２階建

８．平　　面　　図

９．職　員　構　成

10．年　間　行　事

＊入園式

＊春、秋の遠足

＊個人懇談会

＊花の日礼拝と施設訪問

＊保育参加（年２回）

＊年長児同窓会１泊キャンプ

＊聖マリア家族の集い（運動会）

＊クッキング

＊保護者会バザー

２



＊シルエット観劇

＊収穫感謝祭礼拝と施設訪問

＊内科検診及歯科検診（春・秋）

＊クリスマス礼拝
及びページェント 祝会

＊もちつき

＊地域病院との交流

＊ももの集い

＊ありがとうの集い

＊卒園式、祝会

11．月　間　行　事

＊避難消火災害訓練

＊交通訓練

＊身体計測

＊誕生会

12．富山聖マリア保育園々則

Ａ．年二回、園医による検診を行ないます。

Ｂ．当園の嘱託医は高重記念クリニック、あるぷす小児歯科です。

Ｃ．身体計測は毎月一回行ないます。

Ｄ．検診の結果は別紙にてお知らせします。

Ｅ．地震、火災・水害などの災害が発生した時は次の場所に避難します。

＊星井町公園　　＊中野新町公園

13．園生活について

①　保育時間について

Ａ．開園時間は、午前７時より午後８時までとします。

Ｂ．延長保育は、午後６時より午後８時までとします。

Ｃ．休園日は、日曜日、祝祭日、（年末、年始）とします。

②　諸経費について

Ａ．諸経費は月のはじめに集金袋をお渡しいたします。持参された日は担任保育士

が出席ノートに領収印を押します。

Ｂ．保護者会・後援会は、園の協力に設けられた会です。会費を定め、各クラス役

員によって行われます。

③　食事について

Ａ．副食、おやつは毎日園で準備致します。

未満児（０、１、２齢児）の主食は園で準備します。
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以上児（３、４、５齢児）の主食となるパンは園で一括購入し、ごはんは園に

て炊飯いたします。この費用は毎月集金袋で徴収いたします。

④　連絡について

Ａ．住所変更、勤務先の変更、退園等の場合は必らず届け出をして下さい。欠席連

絡は、９時までに電話でお知らせ下さい。（園の電話番号は421ー6962㈹です）

Ｂ．その他の連絡には連絡帳（未満児）、出席ノート（以上児）を御使用下さい。

登園、降園の際に直接保育士に連絡して下さっても結構です。

Ｃ．送迎の時、掲示板をご覧下さい。

Ｄ．毎日通園カバンの中のお便りケースの確認をして下さい。毎月終りに翌月の園

だより、給食献立表等をお渡し致します。

⑤　通園について

必ず保護者が責任を持って、保育室まで送迎して下さい。

⑥　注意事項

Ａ．入園当初は環境に不馴れのため、保護者と別れるとき泣き出して、困惑される

事もありますが、担任保育士にまかせてお帰り下さい。

Ｂ．朝食は食べさせてから登園して下さい。登園の際、食物、玩具等持たせないよ

うにして下さい。

Ｃ．園からお貸ししました衣類は、洗濯して２、3日中にお返し下さい。

Ｄ．入園時に申し出た時刻以外に降園なさる時は必ず連絡して下さい。尚、送迎者

がいつもと異なる場合も連絡して下さい。保育士に無断で連れて帰らないよう

にお願いします。

Ｅ．ハンカチ、タオルは毎日清潔なものをお持ち下さい。

Ｆ．入園当初は園生活に慣れるまで保育時間を調整しています。これは子供達の今

後の園生活をスムーズにする為ですので御協力をお願いします。

⑦　病気について

Ａ．保育園体調不良児対応型病児保育を行っています。

Ｂ．くすり持参の登園は、医師の許可を受け薬連絡票に記入の上、薬剤情報提供書

を添え、担当保育士に直接お渡し下さい。

Ｃ．家庭内に伝染病が発生した場合は、直ちに連絡して下さい。

Ｄ．伝染性の病気は休ませ、医師の診断を受けてから登園して下さい。くわしくは、

13．をごらん下さい。

Ｅ．どうしても仕事が休めない方は、病児保育実施施設を紹介いたします。

⑧　苦情解決について

保護者の皆様からの苦情に適切に対応できるよう窓口を設けています。

１．苦情解決責任者　　園長

２．苦情受付担当者　　園長代理

３．第３者委員

保育についての相談はお気軽に御相談下さい。
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13．病後の登園時に登園許可証明書が必要な伝染病
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●デイリープログラム

保育園での一日の生活は次のプログラムにそって行なわれますが、行事や公園への散

歩など様々な事柄が組み込まれ、たのしい保育園での生活を目指しています。
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